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１－１

車尾

１ ひろとう のぶあき

廣東 宣明

男 69 地方公務

員（非常

勤）・農業

S54.4.1 鳥取県採用

米子地方農林振興局耕地課

S57.4.1 農林水産部農業指導課

H27.4.1 行政監察・法人指導課

H29.3.31 鳥取県退職

H29.4.1 米子市公民館主事（非常勤）

. 本格的に農業従事

R3.5.1 農地利用最適化推進委員

～現在

R5.4.1 米子市公民館主任主事（非常勤）

R7.4.1 車尾地区実行組合長協議会会長

～現在 車尾地区河川責任者協議会会長

水稲 40a

畑作（玉ねぎ、じ

ゃがいも、とうも

ろこし等） 20a

車尾地区実行組合長協議会

会長 廣東 宣明

鳥取県を退職後、水稲を中心に農業に従事し、また、

同時に地区の実行組合で組合長とともに、地区の農業者

の相談支援を行ってきている。

県職時代に農業関係の職場を経験しており、農業情勢

や農業者を支援する JAや共済組合についての知識があ

り、種々の事例に対応している。

令和３年に前任者の病死の後、農地利用最適化推進委

員に就任し、車尾地内の農地や農業者の状況を把握して

きている。

令和７年からは車尾地区の農業関係の会長として、車

尾地区内の実行組合や用水関係者と調整を行って、川浚

えの円滑な実施に向けて尽力している。

前記のとおり車尾地内の農業者や農地、用水の状況を

把握しており、適任者である。

無

１－２

福生

１ ひらぎ しげき

平木 茂樹

男 69 農 業 S54.3 九州共立大学工学部機械科卒

S54.4 鳥取ダイハツ販売株式会社入社

S56.12.31 .鳥取ダイハツ販売株式会社退職

S57.4 米子市農業共同組合入所

H27.3.31 鳥取西部農業共同組合

. 大高支所支所長退職

R7.1.21 米川土地改良区理事

水稲 3.5ha 福生実行組合協議会

会長 平木 茂樹

約１０年（Ｒ８年３月現在）、福生３区実行組合長、

ならび福生実行組合協議会会長を務め、本人も農業（水

稲３.５ｈａ）を経営されており地域農業を熟知されてい

る。

無

１－３

巌

１ ふくだ ただお

福田 忠雄

男 72 無 職 H26.3.31 鳥取県西部広域行政管理組合

.消防局管理職退職

R7.2.1～ 箕実行組合長

R8.4～ . 箕蚊屋土地改良区監事

水稲 54a 巌地区実行組合協議会

会長 能登路 幸輝

福田氏は現在、農地利用最適化推進委員をされてお

り、また、箕地区実行組合長として地域の方との相談な

ど色々な方面で地域の中心としてがんばっておられま

す。巌実行組合協議会として農地利用最適化推進委員と

して推薦致します。

無



１－４

春日

１ おくだ しんや

奥田 慎也

男 67 農 業 S58.6.1 米子市土地改良協会

S59.8.2 鳥取県土地改良事業団体連合会

H6.4.1 江府町役場

R1.4.1 農業

R8.3.10 農地利用最適化推進委員

水稲 1ha

果樹（柿） 17a

白ネギ 14a

箕蚊屋土地改良区

理事長 田邊 雄一

地域からの信頼もあり、土地改良区にも地域代表とし

て協力してもらっている。私共から見ても地区の推進委

員としても適任者と思えます。

何かあれば農家の人も相談に行くし、最適な人物と思

えます。箕蚊屋土地改良区としても一緒になって協力し

ていきたいと思いますのでよろしくお願い致します。

無

２－１

旧米子

１ さの かずや

佐野 和也

男 79 農 業 S45.4.1 株式会社山陰放送入社

H7.1～ 報道部長

H13.12～ 報道制作局長

H19.3 定年退職、農業に従事

R3.1 米川土地改良区監事（２期４年）

～R7.1

水稲 22.5a

野菜 .9a

吉井 正

農業

７７歳 男

吉井 隆文

農業

６５歳 男

角田 俊治

農業

６７歳 男

佐野和也さんは高い見識を持っておられると共に近

郊農業においても色々な視点から農業について認識さ

れています。

無

２－２

福米

１ いしい まひと

石井 眞人

男 68 農 業 H27 JA鳥取西部 米子弓浜支所支所長

R4 ノーサイ鳥取西部支所 東山地共済部長

水稲 30a 大田 正夫

農地利用最適化推進委員

７５歳 男

大上 幸夫

西上谷実行組合長

７０歳 男

高辻 晃

米原実行組合長

６８歳 男

農業に関して幅広い知識があり、地域農業や農家情報

にとても精通しており、福米地域の方々の信頼も厚く得

ていると思います。

また、地域の実行組合にも協力し、誠実な人柄は公私

共に信頼が出来る方でありますので推薦いたします。

無

３－１

五千石

１ ひらぎ だいご

平木 大吾

男 73 農 業 S53.4 日本国有鉄道入社

H26.3 JR西日本旅客鉄道株式会社退社

H20.3 八幡４区実行組合長（通算５年）

～R8.3

H30.4 八幡４区自治会長（２年間）

水稲 76.80a

畑 8.01a

樋ノ口地域資源保全の会

代表 長谷川 博

旧五千石村から続く農家で、圃場で働く両親の後姿を

見ながら育ち、農業に関する知識や農地への思いを育ん

でこられました。兼業農家になられても実行組合長の責

務を果たし、退職後は自治会長、自治会役員を歴任され、

非農家との橋渡し役として地域に貢献されてきました。

農家の減少により実行組合長、土地改良区総代、農協総

代などを兼務され、農道、農業水路の不良個所があれば

相談に乗り、関係個所に連絡し初期段階での処理にここ

ろがけておられます。残念ながら当地区でも遊休農地が

見受けられます。農地を蘇らせ、最大活用しながら当地

区の景観を損なわないよう配慮するためにも当地区の

農地利用最適化推進委員として適任者と考え推薦いた

します。

無



３－２

尚徳

１ おおつか きよのり

大塚 清德

男 71 農 業 H27.5 米子ガス株式会社退職

H25～ 多面的機能支払交付金事業書記

農地利用最適化推進委員（３期）

尚徳公民館運営委員

尚徳地区法勝寺川と小松谷川を美しくする

会会長

農協総代

上安曇自治会副会長

上安曇自治会財産管理委員

水稲 383a

果樹（柿）

57a
水稲作業請負

428a

米子南支所実行組合

尚徳地区協議会長

遠藤 修司

尚徳地区法勝寺川と小松谷川を美しくする会会長、

又、農協総代として活躍され、水稲、果樹等の栽培に取

り組まれ、地域のリーダーとして活躍されています。

無

３－３

成実

１ ふくなが まさき

福長 正樹

男 66 農 業 S53.3.31 鳥取県立米子東高等学校卒業

S57.3.31 鳥取大学工学部電気工学科卒業

S58.4.1 米子市役所勤務

平成 25年 7月 1日から退職まで経済部農林

課

H31.3.31 米子市役所退職

R4.2.1～ 吉谷農事実行組合長

R5.7.31～ 農地利用最適化推進委員（成実地区）

水稲 86.8a

野菜（自家用）

4a

成実実行組合長協議会

会長 小林 正美

推進委員を１期務めるなど知識と経験を有するとと

もに、実直な人柄で周囲の信頼も厚く、今後の地域農業

の継続、発展に強い意欲を持っていることから、推進委

員に強く推薦します。

無

４－１

彦名

１ たかお かずひろ

高尾 和広

男 59 農 業 R4.2 彦名十区農事実行組合組合長

R4.4 彦名干拓地営農組合理事

R5.7 農地利用最適化推進委員

R8.1 米子地域耕作放棄地対策協議会会長

白ネギ 80a 彦名実行組合長協議会

協議会長 木井 浩美智

農地利用最適化推進委員、彦名干拓営農組合理事、前

鳥取西部白葱部会副部会長、農事実行組合長等に就任さ

れ、地域の農業振興に尽力されており、引き続き農地利

用最適化推進委員に就任される事を彦名地区の農業従

事者として希望します。

無

４－２

富益

１ あだち やすお

足立 康雄

男 73 農 業 S50.4 株式会社鳥取銀行

～H18.3

H18.4 山陰冷蔵株式会社 総務部長

～H30.3

R2.7 農地利用最適化推進委員

～R5.7

R5.7～ 米子市農業委員

甘藷ほか野菜全

般 47a

富益地区農事実行組合協議

会

会長 足立 優

令和２年より農地利用最適化推進委員として１期、令

和５年より農業委員として１期の実績があり、これをふ

まえて今後も地域農業の為、そして遊休農地対策におい

ても尽力いただきたく推薦するものです。

無



４－３

夜見

１ たけなか せいいち

竹中 誠一

男 65 パート社

員

S57 鳥取県農業協同中央会入会

H15 就農（ネギ栽培）

H22 鳥取西部農協非常勤理事

～R4

H28 中海干拓彦名工区営農組合 組合長

～R4

R2～ 米子市農業委員（２期）

白ネギ 10a 夜見３区農事実行組合

組合長 矢倉 守

竹中氏は長年にわたり米子市において農業に従事さ

れ、地域の土壌特性や栽培技術に精通されています。特

に白ネギ栽培における実績は、若手農家への指導的役割

も果たしており、現場の声を政策に反映させる力を持っ

ています。

また、現在、米子市が直面している「耕作放棄地の増

大」という課題に対し、竹中氏はかねてより地域内での

農地中間管理事業の活用や、効率的な区画整理の必要性

を説いてこられました。自身の所有地のみならず、地域

全体の農地を「守るべき資源」と捉える高い公共心を有

しています。

さらに、地域コミュニティにおける地権者間の利害調

整が不可欠です。竹中氏は自治会副会長、彦名干拓組合

長などを歴任され、誠実な人柄と卓越したコミュニケー

ション能力で、地域住民から厚い信頼を寄せられていま

す。

よって地域での必要な人材として推進委員に推薦し

ます。

有

５－１

崎津

１ まつもと ゆうぞう

松本 裕三

男 71 農 業 S49.3.16 県立米子工業高校卒業

S49.3.20 日本国有鉄道入社

H25.7.31 JR西日本米子支社電気退社

農業従事

H29.7～ 農地利用最適化推進委員

甘藷 7a

スイカ 0.5a

崎津農事実行組合協議会

協議会長 越村 一成

崎津地区農地維持活動グループ活動のほか、地域で活

躍しておられること。

現在、推進委員として従事しておられること。

無

５－２

大篠津

１ もといけ みのる

本池 実

男 75 農 業 H29.7.20～ 農地利用最適化推進委員（３期） 野菜 10a 大篠津農事実行組合長協議

会

会長 安田 浩史

平成２９年より農地利用最適化推進委員の職務を担

っていただいていますが、引き続きお願いする事にな

り、協議会で推薦します。

無



５－３

和田

１ おおや たもつ

大家 保

男 75 農 業 H29.10 髙島屋スペースクリエイツ株式会社退職

H30.2～ 和田９区農事実行組合長

H30.2～R4.1 和田農事実行組合長協議会副会長

R4.2～ 和田農事実行組合長協議会会長

R4.2～ JA米子総合支所実行組合長連絡協議会委

員

R4.2～ JA米子弓浜支所運営委員会委員

R4.4～ 和田公民館運営協議委員

R4.4～ 和田公民館農芸部長

R5.7～ 農地利用最適化推進委員

白ネギ、甘藷、白

菜、キャベツ等

12a

和田農事実行組合長協議会

会長 大家 保

会社退職後は米子市に帰郷し農業を開始し、農地の維

持管理に務められています。平成３０年から和田９区農

事実行組合長（継続中）兼和田農事実行組合長協議会副

会長、さらに令和４年から会長を歴任されています。和

田地区の農地を巡回し、農業用水路等の補修など関係機

関と交渉し改善に努められています。

令和５年より農地利用最適化推進委員として耕作放

棄地、遊休農地の解消に取り組んでいます。農事実行組

合員からの信頼も厚く、相談も受けています。

これまでの活動実績から、令和８年１月の農事実行組

合長協議会で満場一致で推薦を決定しました。引き続

き、農地利用最適化推進委員の業務をお願いします。

無

６－１

大高

１ はせがわ れいじ

長谷川 礼司

男 71 農 業 S54.4.1 株式会社丸合 正社員・店長

H18.3.1 ...株式会社みどり商事 正社員

R6.10 農業の一方で米子シルバー人材センター所

属

水稲 39.1a 塚田 弘志

農業

７３歳 男

吉川 文康

パート職員

６５歳 男

仲田 章

農業

７２歳 男

地域の土地の事に詳しく理解しておられるため。 無

７－１

淀江

１ はしもと しんいち

橋本 愼一

男 75 農 業 H23.3.31 大山町立大山西小学校長退職

R5.7.31～ 農地利用最適化推進委員

水稲 137a 北尾農事実行組合

組合長 田中 英省

橋本慎一候補は、自らも営農活動をするとともに、水

利組合の役員等を歴任するなど、地域農業の振興に寄与

している。

また、２０２３年（令和５年）からは淀江地区の農地

利用最適化推進委員を務め、意欲的に取り組んで職責を

果たしており、農地相談会等においても丁寧な対応と適

切な助言をする姿勢は大変好ましいものである。

こうした実績や資質を踏まえ、引き続いて次期の農地

利用最適化推進委員に適任と考えて推薦する。

無

７－２

宇田川

１ いずみ ひろふみ

泉 浩文

男 65 会社役員 S59.4.1 株式会社鳥取銀行入行

H17.4 鳥取銀行支店長（三柳支店、米子駅前支

～H27.11 店、境港支店、米子中央支店）

H27.11 鳥取銀行 審査部 部付部長

～H28.5

H27.5 株式会社ホテルサンルート米子代表取締役

～H27.9 就任

H27.9 社名変更

～現在 株式会社米子セントラル不動産管理代表取

締役

【農業関係】

H25.4～H29.3本宮川水利組合役員

H29.1～現在 共済部長・損害評価委員

R5.4～R6.3 西尾原実行組合長

野菜 3.6a
地力・レンゲ

97a

北尾農事実行組合

組合長 田中 英省

泉浩文候補は、銀行勤務並びにホテル事業に従事する

とともに、主として自家消費ではあるが、農業を営み各

種野菜を栽培しておられる。

そうした中で、農業従事者の高齢化や担い手不足など

農業を取り巻く環境が、特に近年では厳しさを増してき

ていることを体感することが多くあったとのこと。ま

た、自らを振り返った時に、会社勤めに重きを置いた生

活であったことで、充分な地域貢献ができていなかった

ことを自覚し、近年では積極的に農業と向き合い、少し

でも地域貢献できるように取り組んでおられる姿勢は、

意欲的で希望が持てるものである。

上述のような熱い思いから、近年では実行組合長や本

宮川水利組合役員、さらには共済部長・損害評価委員、

淀江宇田川土地改良区理事などを歴任し、地域農業の振

無



農地利用最適化推進委員 （応募状況）

R4.1～R7.12 水田調整委員

R6.4～現在 淀江宇田川土地改良区理事

興に寄与されている。会社員時代のスキルやコミュニケ

ーション力、そして地域貢献への実績を踏まえ、宇田川

地区の農地利用最適化推進委員に適任と考えて推薦す

る。

７－３

大和

1 よしだ ともふみ 男 72 農 業 S50.4 日本国有鉄道

～S62.3

S62.4 西日本旅客鉄道株式会社

～H21.11

H21.12 JR西日本商事株式会社

～H25.4

H25.5～ 兼業農家から専業農家となる

R2.4～ 白浜土地改良区理事

R3.1 小波上副自治会長

～R4.12

R5.1～12 小波上自治会長

R5.4～ 小波上実行組合長、共済部長

水稲 57a 北尾農事実行組合

組合長 田中 英省

、国鉄並びに JRに勤務するとともに、

長年にわたり兼業農家として農業を営んでおられたが、

退職を機に専業農家として水稲栽培をしておられる。

そして近年では、これまで以上に積極的に農業と向き

合うとともに、少しでも地域に貢献できるように取り組

んでおられるその姿勢は意欲的で、地域農業に希望と期

待を抱かせるものである。

実際に、白浜土地改良区理事をはじめとして実行組合

長や共済部長など農業関連の役職を歴任し、地域農業の

振興に寄与されている。さらには、副自治会長や自治会

長として地域の中心的役割を担った経歴もある。

上述のような国鉄・JR時代のスキルやコミュニケーシ

ョン力、そして地域貢献への実績を踏まえ、大和地区の

農地利用最適化推進委員に適任と考えて推薦する。

無
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２－３

加茂

１ たかぎ はじめ

髙木 肇

男 64 地方公務

員（再任

用）

S60.4 フジヤ農芸株式会社

～S62.3

S62.4 安来市役所

～R4.3

R4.4～ 安来市役所再任用職員

H6.1～ 米子市消防団加茂分団

H18.4～ 加茂公民館策定委員、体育部長

R3.12～ 保護司

R6.4 加茂五中実行組合長

水稲 60a

野菜 10a

当地区内でも道路の新設整備や宅地造成、開発行為が進んでいます。一方で耕作放棄

地や担い手不在の農地が散見されます。農地を守りながら、バランスの取れた土地利用

が大切であると考えます。年を重ねるごとに地域や農業に関心が高くなりました。推進

委員の仕事をとおして、課題となっている農地利用の最適化に向けて精進したいと思い

ます。

無



２－４

住吉

１ みしま みちまさ

三島 通政

男 77 農 業 H26.7～ 農業委員

H29.7～ 農地利用最適化推進委員

野菜 10a 耕作放棄地と遊休農地の解消。

地区農家の高齢化とともに耕作放棄する農地所有者と就農を希望する人の橋渡し。

無

６－２

県

１ ふくしま きみあき

福島 公明

男 65 農 業 S57.4 就農

H12～ 鴨ヶ池土地改良区理事長

H27～ あがた農地保全会会長

H29～ 米子市指導農業士

H30～ 下福万自治会会長

R3～ 米子市土地改良協会会長

R5～ 農地利用最適化推進委員

水稲 30ha

大豆 2ha

白ネギ 50a

農業者の減少により、年々、不耕作地が増加する状況にあります。地域計画において

も、担い手が決まっていない農地も多数存在しています。

それらの農地の受け手として、また農業士の立場から、新規就農者への優良農地の紹介

等を行い、次世代へ農地を農地としてつなげていくことが重要であると応募しました。

無


